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三菱電機は、2021年6月に品質不適切行為が判明して以降、調査委員会及びガバナンスレビュー委員会からの指摘、提言を真摯に受け止め、
グループを挙げて再発防止にあたるとともに、2021年10月に再発防止策を含む3つの改革（品質風土改革、組織風土改革、ガバナンス改革）を
起こし、信頼回復に向けて3つの改革を深化・発展させながら、抜本的な改革活動に取り組んでいます。
3つの改革の進捗状況等については、2022年12月に取締役会のもとに設置した「3つの改革モニタリング委員会」にて、社外専門家の参画を

いただきながら、監督側でのモニタリングを行っています。
2024年度は、既に展開している主要施策の定着・浸透と、自らが組織として問題解消を図ることができる組織づくりへの取組みを加速するとと

もに、グループ内への好事例展開を強化していきます。

品質風土改革

エンジニアリングプロセスの
変革により、現場が不適切行為を
起こす必要のない仕組みと

環境の構築

組織風土改革

双方向で且つ風通しの良い
コミュニケーションの確立による
自らが組織として問題解消を図る
ことができる風土の醸成

ガバナンス改革

外部の視点を入れながら、
不正が起こらない・起こさない
全社ベースのガバナンス/
内部統制の仕組みの構築

各改革の直近の取組み

品質風土改革 組織風土改革 ガバナンス改革

2023年度は品質担当執行役による工場健康診断を全生産拠点、延
べ50製造部門に対し実施しました。各拠点の好事例を共有し、モノづ
くりの強化を図っています。

工場健康診断 タウンホールミーティング 社外取締役会によるモニタリング

■		モノ造りマネジメント環境の整備	
（リソースと管理スパンの適正化、工場健康診断等）
■		牽制機能の再構築
■		技術力・リソース課題への対策
■		コンプライアンス意識の再醸成

工場健康診断の風景（福山製作所可児工場） 漆間社長とのタウンホールミーティングの様子
（三菱電機ビルソリューションズ（株））

社外取締役と変革プロジェクト関係者の座談会
（情報技術総合研究所）

経営幹部が現場の声を聴き、風土改革を推進するためにタウンホー
ルミーティングを実施しています。漆間社長によるタウンホールミー
ティングは延べ130回以上開催しました。

■			経営層自らの変革（幹部へのコーチング、タウンホールミーティン
グ、社内SNSでの情報発信）

■		コミュニケーション活性化（ローテーション、1on1	ミーティング、心
理的安全性、「現場力と風土改革」ワークショップ）

■			管理職の行動変容

取締役会の実効性向上に向けた取組みの一環として、社外取締役と
変革プロジェクト関係者の座談会を実施しました。改革の進捗状況に
ついて様々な角度から意見が交わされました。

■		取締役会（社外取締役過半数）の経営モニタリング機能強化
■		予兆把握と予防を重視した内部統制システムを構築、全社リスク
制御機能強化

■		取締役会による3つの改革モニタリング

3つの改革の進捗等について

「3つの改革」の進捗状況

https://www.mitsubishielectric.co.jp/reform/prevention-policy/index.html



